
主婦の嗜好飲料（第3報）
－夏期における摂取状態と地方差について－

山岸恵美子＊

Ⅰ緒　　　　言

長野県の主婦は，他府県の主婦に比較して－脚こ喫茶畳が多いといわれているので，筆者はその実態

を把揺するた馴こ，昭和訂年2凡茶を中心とする嗜好飲料の摂取状態について調査を行なった。

調査対象として，長野県では県境で横雪期間の長い飯山地方と，地方都市である長野市の主婦を選ん

だ。そしてこの比較に，県外では生活環境の全く異なる賽京地方の主婦を加えた。

調査の結果，地理的条件が異なると，主婦の噂好飲料の摂取状態にも差を生ずることが認められた。
1）

しかし，1日の喫茶畳について軋明確な地方差を見ることができなかった。

今回は引つづき，同地方の主婦の夏期における摂坂状態について調査を行ない，地方差の有無を検討

して，その結果をまとめてみたので報告する。

Ⅱ　■調　査　方　法

（カ　調査期間

7月下旬から8月中旬までの暑時は，学校が肘掛こなっていて，生徒を通して母親に依頼することが

困妊な状態にあったので，休み明けの飯山・長野地方は8月下駄東京地方は9月上旬に調査を実行し

た。この期間は残暑きびしくしのぎにくい時期で∴夏期の調査条件には該当しているものと思われる。

（勿　調査対象

飯山・長野地方は冬期に調査した学校，すなわち，飯山地方は飯山市太田中学校と下水内郭北信中学

綾，長野地方は長野市柳町ならびに西部中学校に通学する生徒の母親について調査をした。しかし，被

対象者ほ必ずしも同一人ではない。東京地方軋冬期の世田谷区立千才中学校に隣接する緑ヶ丘中学校

に通学する生徒の母親に変更した。（教師の都合による）

3地方の主婦の豪の職業は表1のとおりで，冬期と夏期の職業分布の傭向差をX2検定すると，飯山地

方X20．。5（2）＝5．99＞1．71，長野地方X2。．06（3）＝7．81＞7．32，東京地方好。．。8（3）＝7．81＞7．06で，有意差

が認められない。また，主婦の年令は表2のとおりで∴飯山地方Xク0．。6（5）＝11．07＞5．47，長野地方粥川6

（5）ご11．07＞9．45，某京地方が。．0よ4）＝9．49＞4．60で，同様に有意差はみられなかった。

（幻　■調査人数

飯山・長野地方は各200名，兼京地方は150名としたが，回収率は飯山・長野地方100．0％，東京地方

75．3％であった。

皿　調査結果とその考察

調査結果の処理ならびにその検討は冬期と同様にした。すなわち，調査結果は百分率で表示し，地方

＊　生汚科学第二助手

－29J一一一・



別の幌向差の検討臥　5％危険率によるX2検定で行なった。検定に際しては，嚢中点線の部分内で合

併した。なお，今回はさらに追究するため，このほかに危険率5％の比率検定も行なった。比率の検定

はX2検定と同様に，飯山一長野，長野一案京の2地方間で行ない，飯山一凍京地方の検定は省略した。

したがって，3地方の比率に差がないと記述してある時は，飯山「長靴長野．一・凍京地方の比率に差が

認められない場合である。

餌　主婦が1番飲んでいる飲料について

夏期に主婦が1番飲んでいる飲料は表3のとおりで，その傾向分布は表3の処理に示すとおり，3地

方で有意差が認められた。各飲料について見ると，緑茶は3地方共飲料中で1番飲んでおり，仝飲料に

対する緑茶の比率は長野←寛京地方では有意差を見られなかったが，飯山一長野地方では諦められた。

すなわち5％危険率で，飯山地方の主婦は長野・東京地方の主婦より茶をのむ割合が多いといえる。清

涼乳酸飲料は，暑い季節なので3地方共緑茶についで飲用し，その大部分はジュースであった。これは

イシスタン斗粉末ジュースの普及によるものと思われる。しかし，ジュースを飲む比率管も　3地方で有

意差が見られた。牛乳を飲む割合は清涼乳酸飲料についで見られ，体力の消粍はげしい暑時であるので，

栄養上摂取している人が多かった。牛乳を飲む割合は，東京地方の方が飯山・長野地方より2倍近く見

られ，長野一項京地方で明らかに比率に有意差が認められた。陳腐上から考えると，東京地方戸主婦の

方が好ましい状態といえる。農相では山羊乳の摂軍も僅かながら見られたが，肉体労働のきびしい農相

ではもつと栄養価の商い山羊乳の飲用を増加するよう工夫したいものである∴工ヒー（ココア），紅

茶の飲用着順京地方で約1割みられたが，飯山・長野地方欄京地方のか下であっ亀

（朝　一喚茶について

1番飲んでいる茶について，毎日飲んでいるかどうかを調べたところ表4のとおりで，主婦の8割以

上が毎日喫茶しており，表4の処理に示すとおり，3地方に傾向差は見られなかった。茶は地理的条件

にかかわらず，噂好飲料としての価値は大きいものと思われる。

茶の種類：飲んセいる茶は表5のとおりで，その傾向分布は表5の処理に示すとおり，3地方で有意

差が認められた。主婦の茶に対する噂好臥地方により異なるものと思われる。

これを種類別にみると，煎茶は長野・東京地方においては茶中で1番使用度高く，主婦の半数以上が

飲んでいた。館山地方では煎茶より番茶の方がやや多かった。3地方共煎茶と番茶の飲用が茶中大部分

を占めていた。与のほか長野地方は玉鰐，東京地方は紅茶も約1割飲んでいた。

1日の喫茶畳：3地方の主婦の喫茶畳は表6のとおりで，その傾向分布は表6の処理抑こ示すとおりへ

3地方で有意差が認められた。

1番多く飲んでいるところを表から見ると，3地方共1日に360～720mlであったが，東京地方では

0～360mlの人もこれに劣らぬ程みられた。360～720mlについで，飯山・長野地方で牲それ以上の720

～1080mlを飲む人が多かった。しかし，全体の傾向分布は上述したごとく3地方で異なり，長野地方

はちょうど飯山と東京地方の中間の状態にあった。

なお，平均値の畳の比較をt検定により調べてみると，表6の処理回のとおりで，飯山－凄艶飯山

一東京地方で有意差が認められた。しかし，長野一東京地方ではt。＝1．08＜t。。（0．05）＝1．96で有意差が

認められなかった。これほ長野と東京地方の生活水準が似てきていることを示す1つの質料であると息
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われる。

1日に飲む茶の回数は表7のとおりで，その傾向分布は表7の処理に示すとおり，3地方に有意差が

見られた。3地方共食前または食後に1度ずつ飲む人が1番多かった。そして平均値からも明らかなど

とく，東京地方の主婦が1替回数が多く，ついで飯山長野地方の順になっていた。しかし，1回に飲

む茶の畳（杯数）は表8のとおりで∴東京地方が飯山・長野地方より1杯少くト傾向差は表8の処理に

示すとおり長野一寛京地方で見られ，飯山「長野地方には見られなかった。

茶を飲む理由：暑時に泰を飲む理由は表白のとおり－で，′その傾向分布は喪9－の処理に示すとおり，地

理的に近い飯山－．長野地方では差を見られなかったが，長野一一凍京地方にほ認められた。

常識的に暑時はくくのどが乾く”が1番あると予想されたが結果は異なり，3地方共習慣上飲んでいる

人が1番見られた。くく習慣”の占める割合は各地方共全理由の3割で，その比率には有意性が認められ

なかゥた∴習慣”に？いで飯山・長野地方では“の草が乾く”く親睦”くくおいしい”，東京地方はくくおい

しい”くくのどが乾く”【く栄養”／の順になっており，都会と田舎では理由が異なっていた。しかしttのどが

乾ぐの比率はくく習慣”と同様，3地方で有意差が見られなかった。lく親睦”ほ飯山・長野地方で2割

近く見られ，冬期と同様，田舎の主婦達のつき合いに喫茶が重要であることを確認した。

茶を飲む時の付合わせ‥喫茶時に出す食物は表10のとおりで，その傾向分布は表10の処理に示すとお

り，3地方で有意差が認められた。

飯山・長野地方は夏でも凍物・駄英子を沢山出してセ、た。∴夏の漬物は主としてきうり・なすなどの糠味

噌漬で，食慾のない風田舎の主婦連呼凍物から塩分を取りながら，茶をおいしく飲んでいるものと思わ

れる。東京地方の付合わせは駄菓子・生英子が多かった。果物は新鮮なも．のが容易に入手できる田舎の方

が少なかった。煮物は反対で，忙しい農家が75％も存在する飯山地方で鱒1割も出していた。食物が腐放

しやすい夏札　この地方では特に食中寿に対して注意する必要がある。長野地方の煮物を出す割合は飯

山地方の与東京地方欄山地方の吉であった。また｝寛京地加5％が付合わせを出していなかった。

（3）茶以外に毎日飲んでいる飲料について

茶以外に毎日一定の飲料を飲んでいる主婦は，飯山地方39％，長野地方49％～東京地方46％であった。

飲料の種類：表11のとおりで，1番飲んでいる飲料のように多種狩ではなく，3地方共牛乳とジュー

スが大部分やあった。牛乳・ジュースを合わせると飯山地方94玖長野地方85％，東京地方79％の高率

で，田舎へいくにしたがいこの2種狩に片寄っていた。しかし，3地方における牛乳・ジュースの比率

および各種飲料の傾向分布には有意差を認めることができなかった。

飲む理由：表12のとおりで，3地方共栄麓上飲んでいる人が半数以上を占軌　ついでくくおいしい”

“のどが乾ぐの順で∴理由の傾向分布は表12の処理に示すとおり，3地方では有意差が見られなかっ

た。またくく栄養”くくおいしい”については，3地方で比率の差も認められなかった。

これを飲料別に見ると表には示さなかちたが，牛乳は78％がくく栄養”でく【おいしい，三は9％にすぎず，

また，ジュースはくくおいしい”が31％，くくのどが乾く”が23％であり，牛乳ほど理由に片寄りが見られ

なかちた。なお，茶以外の飲料を飲む理由を茶を飲む理由と比較すると，飯山地方X2。．0よ2）＝5．99＜

107．49，長野地方X20．08位）＝5．99＜79．71，東京地方X20．05（2）＝5．99＜71．57で，3地方共傾向差が認め

られた。すなわち図1のごとくで，茶以外の飲料を飲む理由の方が種輝は少なく，茶の場合とは摂取目
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的が異なっていることが認められた。

（㊥　二来客時に出す飲料について

飲料の種煩：飲料の種婿が地方により異なった傾向を示すかどうかをX2検定で調べてみると，表13の

処理に示すとおり，有意な傾向差が見られた。

出す飲料は表13のとおりで，3地方共緑茶が1番多くて約半数を占めていた。そして飯山「長野地方

では比率に有意差を見られなかったが，長野一東京地方では認められた。緑茶についで3地方共清涼乳

酸飲料を多く出していたが，その大部分はジュ∵一スであった。ジュースを出す比率は3地方で有意差が

見られなかった。このほか，東京地方ではコーヒー（ココア），紅茶など，ジュース，緑茶より高価な

飲料も1割ほど出していた。

つぎに，来客時に出す飲料を1番多く飲んでいる飲料と比絞すると，飯山地方X2。．。6（4）＝9．49＞8．84

で傾向差が見られず，日常飲んでいる飲料をそのまま来客時にも出していることが認められたが，長

野〉・東京地方では異なっていた。すなわち，長野地方が…5（5）＝11．07＜28．56，東京地方X20．06（5）＝

11．07＜47．25で，両地方では有意な傾向差が認められた。

付合わせ：総括して地方別に考察すると表14のとおりで，その傾向分布は表14の処理に示すとおり3

地方で有意差が見られた。

飯山地方は駄英子と潰物で68％，長野地方は生菓子と壌物で57％，東京地方は生菓子と果物で74％を

占めて小た。果物ほ東京地方では3割出していたが，飯山・長野地方は1．5～2割であった。飯山・長

野地方は煮物も魔かながら出していた。これらのととから冬期と同様，長野地方の付合わせは飯山・東

京地方のものを折衷していることが認められた。

つぎに，飲料別に付合わせを見ると表15のとおりで∴緑茶・コーヒー（ココア）・紅茶は，地方別に

考察した場合と大体同様の傾向を示すが，清涼乳酸飲料の場合は異なり，3地方共果物を沢山出してい

た。

なあ来客時に出す茶の付合わせを日常飲んでいる茶の付合わせと比絞すると，図2のとおりで，3

地方共駄麗子については大差なかったが，生菓子は来客時の方が約2倍増加していた。預物・果物は飯

山・長野地方では平時も来客時もあまり連わなかったが∴東京地方では来客時の方が涜物は少く，果物

が多くなっていた。傾向差は飯山地方X20．0よ4）＝9．49＜30．83，長野地方X20．06（4）＝9．49＜32．03，東京

地方X20．06（4）＝9．49＜29．24で，3地方共平時と来客時の付合わせに有意な蓋が認められた。

（句　飲みたい飲料について

夏期に各地方の主婦がいかなる飲料を希望するかを調査したところ，、解答率は飯山地方50％，長野・

東京地方各57％で，約半数の人が特別に希望を示さなかった。

飲料の種摂：希望飲料は表16のとおりで，その傾向分布は表16の処理に示すとおり，飯山－「長野地方

で有意差が認められ，長野一・一東京地方では見られなかった。このことは，長野と東京地方の主婦の飲料

に対する嗜好が似ていることを示している。

一種輝別に見ると，長野・東京地方は緑茶を希望する人が3割を越え，比率にも有意差がなかった。し

かし，飯山地方では緑茶が牛乳・コーヒー（ココア）と同じく約2割を示し，長野地方との間に比率の

差が見られた。牛乳の希望率は3地方に差がなかった。清涼乳酸飲料は田舎へ行くにしたがい希望者が
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増加していた。

つぎに，希望飲料を1番多く飲んでいる飲料と比較すると，飯山地方が。．。5（4）亡9．49＜95．弘長野

地方吼05（6）＝12・59＜53・05，東京地方X‰06（5）＝11・07＞8．14で，東京地方では傾向産が見られず，

希望飲料を日常摂取していることが分かった。しかし，飯山・′長野地方では差があり，希望（理想）と

実状（現実）との間に開きがあることが認められた。

なお，日常，来客晩希望飲料を1括して園に示すと図3となり，前述したことが明瞭に理解出来る。

飲みたい理由：表17のとおりで，3地方共くくおいしい”が1番多く，ついで“栄養”くくのどが乾ぐ

の順で，表17の処理に示すとおり，理由の傾向分布は3地方では有意差が見られなかった。しかし，比

率はくくおいしい”において，長野一席京地方に有意差が認められた。

これを飲料別に考察すると，表には示さなかったが，緑茶はくくおいしい”が43％フ　くくのどが乾く”が

30％であった。牛乳は栄養上飲んでいる人が85％もあり，くくおいしい”は13％にすぎなかった。コーヒ

ー（ココア）は78％がくくおいしい”であり，清涼乳酸飲料は45％がくくお∨＼しい”，25％がくく栄養”であ

った。

Ⅳ　総　　　　括

飯山・長野・東京地方の主婦の夏期における噂好飲料の摂取状態と地方差の有無を調査した結果を要

約すれば，つぎのとおりになる。

（1）暑時に主婦が飲んでいる飲料のうち，3地方共通に多いものは緑茶・ジュースであった。緑茶は

主婦の8割が毎日飲み，その喫茶畳軋飯山地方の主婦の方が長野・東京地方の主婦より多かった。

（勿　喫茶の理由は，3地方共くく習慣”が3割で1番多く，ついで飯山・長野地方はくくのどが乾ぐ案

京地方はくくおいしい”で，傾向差は飯山・長野地方では認められなかった。

くり　喫茶時の付合わせは，飯山・長野地方ほ漬物，東京地方は生英子が多く，また，駄英子は地方差

なく沢山出していた。

囲′茶以外の飲料を毎日飲んでいる主婦は4～5割で，3地方共牛乳とジュースが大部分であった。

3地方の傾向分布ならびに比率は有意差が見られなかった。

飲む理由は，3地方共“栄養”が1番多く，ついでくくおいしい”くくのどが乾く”の順になっていた。

伺　来客時に出す飲料軌　3地方共緑茶が約半数で1番多く，ついでジュースになっており，地方別

の傾向分布には有意差を認められた。また，飯山地方では，日常飲んでいる飲料をそのまま来客時にも

出していたが，長野・東京地方では異なっていた。

（6）来客時に出す飲料の付合わせ軋飯山地方は駄菓子と漬軌長野地方は生菓子と漬物，東京地方

は生英子と果物が多かった。また，来客時と日常の茶の付合わせを見ると，3地方共時子については

大差なかったが，生菓子は来客時の方が約2倍増加していた。

用1番飲みたい飲料は，長野・東京地方でほ緑茶であったが，飯山地方では緑茶が牛乳・コーヒー

（ココア）と同程度の割合であった。また，東京地方は希望飲料を日常摂取していたが，飯山・長野地

方では異なっていた。

（8）飲みたい理由は，3地方共くくおいしい”くくのどが乾くカくく栄養”の頂で，地方別の偏向差は見られ
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なかった。飲料別に見ると，牛乳はく登養”，緑茶・コーヒー（ココア）・清涼乳酸飲料はくくおいしい’’

が多かった。

（9）以上のことから冬期と同様，消費生活になれている都会の主婦の方が摂取する食品の種煩が多く

栄養的には田舎よりすぐれていた。また，都会の主婦の方が日常，来客時，希望飲料の差は少く，恵ま

れた状態であった。
‾終りに，本調査を行なうにあたり御協力下さった川口鈴，山極ゆり子，大塚富美子，塚田とめお，西

海智子，酒井睦子諸先生に厚く御礼申し上げる。
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表3　1番多く飲んでいる飲料（％）

表4　茶を飲んでいるか（％）

寮5　茶の種頒（％）
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表5の処　理

．比絞地方名 俾���u(��7��X苦 父(����C�X�｢�有意菱の 有鹿 

飯山・長野・東京 唐�53．94 ��X�CS��有　意 

・長　野・東　　京 釘�17．36 祷�CC��有　意 

飯　　山・長　　野 釘�21．71 祷�CC��有　意 

表6　1日に飲む茶の量（％）

表6の処理　打）喫茶畳の傾向差の検定

回　喫茶畳の平均値の比較検定

to l　叩…七〇〇（0．05）

長　野・東　京

飯　　山・長　　野

東　京・飯　山

表7　1日に飲む茶の回数（％）
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表7の処　理

l t比按地方名 俾���u(��7��X若 父(����C�X�｢�有意差の 有無 

飯山・長野・東京 ����｢�B�22．95 祷�CC��有　意 

長　野・東　京 �"�18．69 店�C湯�有　意 

飯　　山・長　　野 �"�10．58 店�C湯�有　　意 

表8　1回に飲む茶の畳（％）

表9　茶を飲む理由（％）

＼　一一、、．、地方名 ■理由　　　一　＼ 儁����������"�長　　　　野 �8ﾈ��������ｹ��

習　　　　　　慣 �3��C"�29．2 �3��Cx�R�

お　　い　　し　　い ��H�CR�17．2 �#x�C2�

の　ど　が　乾　く �#h�CB�20．9 �#��C��

栄　　　　　　養 塗�C��9．9 ����C��

一親　　　　　　一睡 ��X�CR�18．3 滴�CB�

静　時　淋　し　い 店�CR�3．7 �8�C2�

そ　　　の　　　他 ���0．8 ���SR�

官分率（実数）】100・0（379） �100．0（354） �����C�����8�｢�
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表10　茶を飲む韓の付合わせ（％）

地方名 　＼　＼－－＼－、 墟頬 儁����������"�長　　　　野 �8ﾈ��������ｹ��

潰　　　　　　　物 �3��C��・36．0 ��X�C"�

駄　　　英　　　子 �3��C"�32．9 �3(�Cb�

r　生　　　業　1子 ���C��14．5 �#��C��

果　　　　　　　物 嶋�C��10．1 ��(�C2�

煮　　　　　　　物 ����C��5．5 �(�C��

何　も　な　し ���0．2 滴�CR�

そ　　　の　　　他 ���C"�0．8 �(�C��

盲　分　率（英数） �����C��鼎���｢�100．0（456） �����C����s��｢�

喪11茶以外に毎日飲んでいる飲料（％）

表11の処　理

∴二二・二‥1　　」．＿＿⊥＿　二

飯山・長野・東京
長　野・東　京

飯　　山・長　野

表12　茶以外の飲料を毎日飲む理由（％）
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表12の処　理

表13　来客時に出す飲料（％）

比較地方名 俾���u(��7��ヱ吉 �5�(����C�X�｢�若妻差の 

飯山・長野・寛京 ��"�45．50 �#��C�2�有　意 

長．野・東　京 澱�16．68 ��(�CS��有　意 

飯　山・長　野 澱�16．57 ��(�CS��有　意 

表14　来客時に出す飲料の付合わせ（その1）（％）

比絞地方名　　l自由度 刄Y昔 父(����C�X�｢�有意差の 有無 

飯山・長野・東京 唐�181．04 ��X�CS��有．意 
長　　野・東　　京 釘�72．32 祷�CC��有　意 

飯　　山・長　　野 釘�．65，27 祷�CC��有　意 
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表15　来客痔に出す飲料の付合わせ（その2）（％）

表16　飲みたい飲料（％）ノ

襲17　飲みたい理由（％）
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表17の処　理

表18　比率の有意差検定　Z（0．05）＝1．96
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図1．茶を飲む理由と茶以外の飲料を飲
む理由の比較
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E：飯山地方　N：長野地方　T：東京地方

－：日常飲んでいる飲料

・・・叩・：来客時に出す飲料

一一一：希望飲料

A：緑茶・番茶．

B：コーヒー（ココア）・紅茶

C：清涼乳酸飲料

D：牛　乳　　　　　　　　A

E：その他

図2．日常飲んでいる茶と来客時に出す

茶の付合わせの比絞

囁■万事
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図3．日常・来客時・希望飲料の比較

飯山地方
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長　野　地　方
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